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ニュース時事能力検定とは
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ニュース時事能力検定（ニュース検定、Ｎ検）は、新聞やテレビのニュース報道を読み解き、活

用する力（時事力）を養い、認定する検定です。時事力とは、現代社会のできごとを多角的・公正

に理解・判断し、その課題をみんなで解決していく礎となる総合的な力（知識、思考力・判断力な

ど）です。大きく変動し、先行き不透明な時代に、人生を切り開くために不可欠な力です。

［1］良質な問題を厳選

今を読み解くために必要なテーマをベテラン記者、有識者らのチームが厳選し、これからの時代に求められ

る力を問う良質な問題に練り上げています。

［2］５分野からバランスよく

五つの分野（政治、経済、暮らし、社会・環境、国際）からバランスよく出題し、総合的な時事力を測ります。

［3］力に応じて目標設定

問題の難しさが異なる六つの級から選んで受検できるため、それぞれの目標を容易に設定できます。

合格の達成感がさらなる学習の動機づけとなり、時事力をスムーズに高めていくことができます。

［4］自学自習を万全サポート

各級に対応した公式教材（テキスト、問題集など。毎春、全面改訂）を取りそろえています。自学自習に配

慮した公式教材を活用すれば、初めての方でも合格に必要な力を無理なく養えます。

［5］教室と社会の架け橋に

Ｎ検は公民や地理歴史の学習と深い関係にあり、新聞やテレビの報道に目を向けるきっかけにもなります。

このため受検だけでなく、公民、地理歴史などの学習を現実社会と関連づけて深める目的で、Ｎ検や公式教

材は多くの学校で利用されています。大学の入学前・初年次教育などでも活用されています。

［6］着実な力に

受検後の「結果通知」で問題別の正誤と分野、分野別正答数が分かるため、得手不得手を容易に把握できます。

［7］入試や就活で有利に

Ｎ検は全国約450校（大学・短大）の入試などで活用・評価・優遇されています。Ｎ検の受検や公式教材に

取り組んでいれば、就職活動における筆記試験・面接で求められる力も自ずと養われます。
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ニュース検定試験概要

※団体受検価格は、申し込みや結果送付などを、すべて団体経由で行う場合のみ有効な価格です。



ニュース検定受検者データ

●志願者数の推移

●受検者数の属性と合格率
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●大学・専門学校生の受検データ
【受検者の級別割合】
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大学入試とニュース検定
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●大学入試共通テスト （旧センター試験）

ニュース検定が問う知識は、大学入試共通テストの「現代社会」「政治・経済」の科目で問われ

る内容と高い親密性を有しています。その理由を当協会では、（１）ニュース検定は、単に時事的

な「できごと」の知識だけを問うわけではなく、その背後にある現代社会の仕組み（原理やルー

ル）や、課題に対する理解や思考力をも問う検定でること、（２）大学入試の公民科目で求められ

る力とは、現実のできごととの関連を意識しながら学ぶことによってこそ養われるものであること、

の2点に求められると考えています。実際、旧センター試験の頃から、その年のニュース検定で出

題された問題が、センター試験の問題と高い共通性を有していることが、度々ありました（参考：

5ページ問題例①～③）。

また、2021年度からスタートした大学入試共通テストで強化された読解力・思考力を測るテス

ト形式についても、ニュース検定は、プレテスト発表の時期から対応しています（参考：5ページ

問題例④、⑤）。ニュース検定に合格しているということは、共通テストで問われる知識を習得し

ていることの証明になりうると考えられます。

●小論文試験

総合型選抜入試・学校推薦型や、国公立の2次試験では小論文形式の問題を課す学部も少なくあ

りません。時事問題に関する問題は社会科学系学部を中心に、医療系・福祉系や工学系学部・学科

でも問われることがあります。そうした問いに答えるためには、問題の背景となる知識を得るだけ

でなく、日々、そういった問題について考える姿勢が求められます。

ニュース検定公式テキストでは、そうした問題について考えるための素材（参考：9ページ）も

用意しています。ニュース検定の合格は、受験生がそのような学びを行ってきたことを示します。

【例：獨協大学 経済学部（2020年度・推薦入試）】

問：現代の日本における大都市圏への人口集中がもたらす良い点と悪い点について述べなさい。

（https://nyushi.dokkyo.ac.jp/wp-content/themes/dokkyo/cmn/pdf/f8/suisen_ronbun_keizai_2020.pdf）

2020年度ニュース検定の公式テキストでは、「子どもが進

学や就職を機に、都市部へ移り住む」という人口集中の主な要

因をわかりやすく解説しています。

「人口集中がもたらす悪い点」については、人口が減った地

域では

①学校や商店、鉄道などが廃止されて、生活が不便になる可能

性がある。

②農業などでの助け合いがしにくくなり、産業が衰える。

③伝統的な技術や文化が廃れる

と具体的に挙げています。

https://nyushi.dokkyo.ac.jp/wp-content/themes/dokkyo/cmn/pdf/f8/suisen_ronbun_keizai_2020.pdf
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●検定問題例第55回（2021年11月）検定 準2級より抜粋

◆知識を問う問題

問題例① 問題例③

◆読解力・思考力を問う問題

問題例④

問題例⑤

問題例②



大学での評価・活用事例

●大学入試での評価

◆評価例①：駒澤大学 自己推薦選抜要項より ◆評価例②：関西大学 入試ガイドより

◆入試種別ニュース検定活用大学・短期大学数

※2021年11月現在（当協会実施アンケートに基づく）。複数回答も含む。2022年度入試が調査対象。
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年1回、各大学入試課宛てにアンケート回答をお願いし、ニュース検定の入試における評価を調

査しています。2022年度入試では、500を超える入試でニュース検定の取得を評価していただいて

います。調査結果はニュース検定公式HP（https://www.newskentei.jp/pdf/school_list2022.pdf）に

て公開しております。

評価軸は以下のとおりです。

①出願条件 さまざまな実績や資格取得などを出願の条件とする。

②出願優遇 学業が指定の基準に達していなくても、さまざまな実績や資格取得などが条件を満たしていれ

ば出願を認める。

③学科試験免除 所定の資格取得者は、指定の学科試験を免除する。

④点数加点 さまざまな実績や取得した資格などを点数化して、出願書類の得点に加点する。

⑤判定優遇・考慮 取得資格の申告がある場合、合否判定に際して優遇・考慮する。

⑥参考材料 調査書や出願書類に記載されれば、アピールの材料や参考資料として扱う。

⑦その他

出願条件や参考材料となる資格を具体的に明示している場合、ニュース検定を提示しているケー

スも増えてきております（参考：評価例①、②）。ニュース検定の大学入試における評価優遇は、

社会科学系の学部・学科が中心ではありますが、そのほかにも医療・福祉系学部でも評価いただく

ケースがあります。

また、入試優遇は私立大学が主ではありますが、一部の国公立大学からも評価・優遇の対象とし

てアンケートに回答いただいています。

https://www.newskentei.jp/pdf/school_list2022.pdf
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●大学教育での活用事例



ニュース検定公式教材
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※新年度版公式教材は、毎年3月頃に発売されます。

●授業・ゼミ指導での教材活用に
◆月イチ時事サポート （オンラインコンテンツ） ◆理解力アップシート

※公式教材を教科書導入している団体に無料で提供します。

サンプル閲覧用
ID  ：newkentei.jp
PW：nken21

ニュース検定公式HP
からご覧いただけま
す。

※2022年3月31日まで使用できるIDPWです。
4月1日以降はPWが「nken22」となります。

定価：本体900円（税別）
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●公式教材サンプル「2021年度版ニュース検定公式テキスト&問題集 基礎編」より

検定対策だけでなく、
時事学習にも利用可能

各単元末には、賛否が割れている

時事問題について、賛成、反対それ

ぞれの主な根拠を簡潔に紹介する

「Yes？ No？」（公式テキスト発展

編では「論点」を掲載しています。

各単元の冒頭では、ポイントを簡

潔に紹介するとともに、「持続可能

な開発目標（SDGs）」の17目標と

の対応・関連を掲載しています。

公式問題集は公式教材に対応。各

単元別、級別に問題が配置されてい

るため、取り扱ったテーマや難易度

に併せた問題に取り組めます。

問題集は、解答・解説も充実。公

式テキストの参考ページも記載して

いるので、間違えた問題はテキスト

に返って学習し直すことが可能です。

様々な時事問題を2～6ページで解

説します。時事問題を理解するため

に求められる基礎知識は「時事力

Basic」を読むことで理解でき、

ニュースにあまり親しんでいない学

生の入門編としてもご利用いただけ

ます。

①

①

③

③

②

最新の時事用語についても解説し

ています。巻末の用語集とあわせて、

語彙の習得につながります。

②

④

④



2022年度検定のご案内

●検定日時

（※1）1級は準会場での受検はできません。団体として準会場を選択した場合でも、1級志願者に限り、公開会場で受検していただきます。
（※2）第58回、第60回検定では、１級・５級を実施しません。

●2022年度版公式教材

公式テキスト＆問題集「時事力」
入門編（5級対応）

定価：990円（税込み）
【2022年4月22日（金）発売】

公式テキスト＆問題集「時事力」
基礎編（3・4級対応）

定価：1,320円（税込み）
【2022年3月11日（金）発売】

公式問題集「時事力」
（1・2・準2級対応）

定価：1,430円（税込み）
【2022年3月31日（木）発売】

公式テキスト「時事力」
発展編（1・2・準2級対応）
定価：1,650円（税込み）

【2022年3月11日（金）発売】

日本ニュース時事能力検定協会事務局

団体受検でも、準会場か公開会場から団体ごとに会場を設定していただくことが

可能です。また、規定検定日外の授業内などで検定実施をご検討いただく場合は、

当協会までお問い合わせください。

検定回 第57回 第58回 第59回 第60回

検定会場 準会場 公開会場
全国37都市

準会場 公開会場
東京・大阪

準会場 公開会場
全国37都市

準会場 公開会場
東京・大阪

検定日
6/24（金）
6/25（土）
6/26（日）

6/26（日）
9/2（金）
9/3（土）
9/4（日）

9/4（日）

11/11(金)
11/12(土)
11/13(日)
11/20(日)

11/20(日)

2023年

2/10（金）
2/11（土）
2/12（日）

2023年

2/12（日）

実施級 2級～5級
（※1）

１級～5級 2級～4級（※２）
2級～5級

（※1）
１級～5級 2級～4級（※２）

申込受付
開始日

3/14（月） 6/27（月） 8/22（月） 11/21（月）

申込
締め切り日

5/13（金） 7/22（金） 9/29（木） 12/27（火）

正解発表 7/1（金）正午 9/9（金）正午 11/25（金）正午
2023年

2/17（金）正午

合否発表 7/26（火）正午 10/5（水）正午 12/19（月）正午
2023年

3/14（火）正午

結果通知
発送

8/2（火） 10/13（木） 12/26（月） 2023年
3/20（月）


